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主論文  

Preventing recurrence after surgical repair of pressure injuries in patients 

with spinal cord injury: Effects of a presurgical and postsurgical wheelchair 

seating intervention by experts 
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調整の効果） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

脊髄損傷者の褥瘡に対する外科治療は術後再発率が高いことが問題であり、術後再発低

減のための方策の一つとして適切な車椅子や座クッションの設定（シーティング）が重要

である可能性がある。本研究は褥瘡根治術の術前からシーティング専門家が介入し適切な

車椅子およびクッションの準備することの有用性を検討したものである。褥瘡根治術を行

った脊髄損傷者を対象に、術前から専門家によるシーティング調整を行った群と行わなか

った群において術後再発率を比較検討した。その結果、術前から専門家によるシーティン

グ調整を行った群では術後再発率が有意に低下することが示され、介入の有効性が示唆さ

れた。本論文の内容は、術後再発率の高さが課題となっている脊髄損傷者の褥瘡の外科治

療において、術前からのシーティング介入が術後再発率を低下させる有効な手段であるこ

とを示唆するものであり、脊髄損傷者の褥瘡治療の分野において明らかに学術水準を高め

たものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


